
 

 

 

公益社団法人宇都宮青年会議所 

２０１５年度 第３回 常任理事予定者会議 

 

 

日 時：２０１４年 １１月 １１日（金）１９：００～２２：００ 

場 所：コンセ―レ ＪＣルーム  

出席者：              

（  理   事    長   ） ：須山(敬称省略 以下同) 

（ 副 理 事  長   ） ：澤畑、廣田、太城、福田(智) 

（  専  務 理  事   ） ：金 

（  監                事   ） ：篠﨑（達） 

（  担 当 常 任 理 事   ） ：飯野、羽石、鈴木 

（ 会 員 拡 大特別委員長   ） ：小瀧 

（  法令会計審査局局長    ） ：豊﨑 

（ 事 務 局 長   ） ：飯沼 

 

 

１．開会宣言       ＜金＞(役職名省略 以下同) 

 

２ ＪＣＩクリード唱和            ＜飯野＞ 

 

３．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 ＜鈴木＞ 

 

４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和       ＜羽石＞ 

 

５．関東地区宣言唱和      ＜豊﨑＞ 

 

６．出席者の確認                              ＜飯沼＞ 

出席理事１３／１８名 

 

７．議事録作人の指名       議 事 録  ＜総務委員会＞ 

署 名 人  須山 裕史 

                        篠﨑 達彦 

 

８．前回議事録の確認             ＜金＞ 

 

９．議題並びに資料の確認                    ＜飯沼＞ 

 

１０．２０１５年度理事長挨拶                  ＜須山＞ 

 

 皆さんこんばんは。定刻にお集まりいただきまして大変ありがとうございます。また、

会議に先立ちまして総務委員会、渉外委員会の皆さまご設営ありがとうございます。早く

からの時間、大変感謝を申し上げます。こうして皆が普通に会議できるのも皆さんのおか



げですので、今後とも是非よろしくお願いします。まずは、昨日の出向者説明会、今まで

の呼び名でいいますと地区事業説明会に金専務と行って参りました。中身といたしまして

は、日本 JCがどういう運動をしているかという部分を関東地区内のメンバーに、理事長を

中心としたメンバーに話すという機会ですね。そこで中島議長、日本最高会議で私たちは

出向で、輩出をしておりますが、中島議長を中心に多くのメンバー、また、全国大会運営

会議には安野副議長がいまして、非常に活躍をして力強く感じました。その中で主旨とす

れば日本ＪＣの運動に賛同してもらって、出向者を輩出してもらいたいと。また、同じよ

うに日本ＪＣの運動に賛同して、同じような事業を、展開していく事業を一緒にやりませ

んかというような内容なのですね。そこで会頭の話で出ていたのは、やはりどんどん日本

ＪＣに出向者を出してもらいたいということを仰っていました。出向というものはＬＯＭ

内では計り知れない成長の機会を提供できると、ＪＣは人生最後の学び舎であるという話

をしておりました。今年はほぼ、栃木ブロックから日本ＪＣまで出向者が確定してきてお

りますけれども、これから２０１５年以降も出向する機会、チャンスがあったらどんどん

出て行っていただけたらと思います。 

もう一点、今日は地区の役員会の第一回の予定者会議ということで、そちらにも連泊しま

して参加をしてきました。２０１４年度は山本会長と事務局チームということで出向して

おりましたが、２０１５年度に関しましては直前会長として篠崎達彦君を監査担当役員と

して輩出するということで、一年間どうぞよろしくということでお話をしてまいりました。 

一年間、これは関東地区の話になってしまいますが、しっかりと事務局を、水戸ＪＣの事

務局チームからお預かりして、まだひと月ありますけれども助走の期間になりましたが、

小田原のチームに引き継ぐことができたのかなと思いまして感慨深い部分がありました。

しかしながら、まだひと月ありますので、小田原のチームと助走期間を一緒に走って華々

しいスタートを切れるようにしたいなと思っております。 

ＬＯＭの話になりますが、今、羽石議長が全国大会について話をしてまわっているところ

でありますけれども、様々なご意見が上がっているのかなと思っています。賛成の人、反

対の人、中立の人と、いろいろな話が聞こえてきていますけれども、全国大会を何故やら

なければならないのかというのは、次回の第一回招致会議が理事会の後に持たれますけれ

ども、その中でまた同じ話をさせてもらいますが、少し前に常任理事の皆さんにも考えや

どのように進んでいるのかというのをお伝えできればなと思っております。今の流れで行

きますと、当面は１１月２２日の事業説明会、ここで全国大会についての概要を２０１４

年度の招致会議のほうでまとめていただいて、そこで全メンバーに対して話をしてもらう。

その前段として各委員会を回っていただいてさまざまなご意見を集約している状況だと思

います。その中で最終的に臨時総会、まだ日にちは確定していないと聞いておりますが、

１２月の末あたりの臨時総会で決議を取ると。それが皆さんが知りえているここ最近の流

れだと思いますけれども、全国大会へ流れていく一番の発端は２００８年まで遡ります。

いま、宇都宮ＪＣは１５０名近いメンバーがいると思います。２００８年のスタート当初

は約８０名でのスタートです。いわゆるよくいうところの、どん底の時代。わんぱく相撲、

宮まつりをやるにもカツカツでギリギリ。８０名で回す。なかなか難しいです。わんぱく

相撲ですら土俵下に人がいないですとか、何をやるにしても厳しい時代。８０名だと予算

というものも、入ってくるお金というものももちろん、私たちは会費で運営をしているわ

けですから、なかなか大きな事業ができないということもありました。２００８年当時の

渡部理事長は、このままでは宇都宮ＪＣは目標を見失ってしまうという話をしていました。

そこからいきなり全国大会ということではなくて、ＬＯＭとして何か目標を持たなければ

我々はどんどん衰退していってしまう。１４０名から８０名になったわけです。減ってい

くときの感覚というのは、当時私は入会３年目でしたが、６０名、５０名になっていくの

ではないかという感覚に陥ります。２００６年や２００７年は拡大が４、５名という時代



もありました。なかなか増えていかない。そういった中で、２００８年にこのままでは現

状維持すらままならない、何か目標を持たなければならないということで、まずは、力強

いＬＯＭにならなければという話が出ました。その中で、日本にも人を出していこう、地

区大会を誘致してその大会を盛り上げようと。最終的には全国大会を誘致して街の魅力を

発信しようと。これは全国大会を取ることが目的ではなくて、そのときは宮まつりを超え

るような事業は当時の宇都宮ではできないのではないかと言われていました。２０１４年

現在、事業計画書を書いていても宮まつりは私たちの最大の運動だと思います。事業規模

ですと２千万の予算で多くの市民を巻き込んで喜んでもらっている。昨年の地区大会は登

録料、懇親会を含めると１千万の事業規模でした。お金だけの話ではありませんが、全国

大会でいくと、３億５千万から４億円の事業をこの宇都宮の地で主管として扱える。大き

な事業ということです。宇都宮 JCの年間予算で行くと、２千万ですね。２千万の予算で１

２回の例会を打っている。一撃で３億５千万の事業を打つって言うことは、街に対する経

済効果はもちろんそうですが、宮まつりはみんなで作り上げて街のためにやっているわけ

でありますが、そこまで出向者説明会や委員会メンバーが非常にがんばって構築していく

わけです。ただ事業規模で比べてしまうのもいかがとは思いますが、２千万の事業規模で

全国大会はさらに、大きな事業ですからそれは大変です。大変ですし、ご苦労する部分も

もちろんあると思います。だからこそやりがいがあるのだと思います。自分たちの街が良

くなってほしいとみんなが思っているでしょうし、このままでいいと思っている人はいな

いと思います。私たち宇都宮 JC メンバー、ここにいるのは常任理事構成メンバーですが、

私たちが街のリーダーになって街を引っ張っていかなければ、誰がこの街を良くするのか

という部分だと思います。所信にもしたためましたが、一人ひとりが街のリーダーになっ

て、この街を変えていこうという気概がなければ、多分誰もやってくれないと思います。

誰かが他人任せでやってくれる、行政がやってくれる、そんな考えでは宇都宮は衰退して

いくかもしれませんし、たとえば、言葉を選ばずに言うと、年寄りの、街を牛耳っている

ような人たちが、何かをやってくれるのかといったらそれも期待できるのかできないのか

わかりません。やはり私たちが中心となって新しい動きを起こしていって、街を変えるき

っかけを作るというのは非常に重要なことだと思っています。私たちが街のリーダーとな

って牽引をしていく。これこそが全国大会を目指していく一番の目的だと思っています。 

いま、JC 内に燻っている問題はいろいろ聞こえてくる話だと、８割方デマが多いなという

気がします。ひとつ例を挙げると、私は理事になりたくないという声が聞こえてきました。

理事になったら理事会に全部出席しなければならないですよねという話を聞きました。そ

れは日本 JC の理事会の話で、JC 会館で日本 JC の本会をオブザーブしなければならないと

いうことを言っているのかと思ったのですが、そうではなく、ＬＯＭの理事会に全部出な

ければならない、１回も休めない。だから理事にはなりたくないとの話が出ていました。

その方が言うには、だから全国大会は反対ですと言っていたのですが、ちょっとズレてる

なと思います。いろいろな話が錯綜しているなと思います。何が言いたいのかというと、

一気に全国大会の機運が高まってきて、説明が全然足りていないのだと思います。皆さん

も常任理事なので聞かれることが多いと思います。やはりそのあたりをクリアにしていか

ないと、進めるものも進められない、また、総会に参加するにあたっても、賛成なのか反

対なのか白紙なのかそれすらも選べないような状態なのかと思います。そのような話をど

んどん出していって、考えていることを皆に知ってもらう、もしくは聞きにいく、解消す

る、いろいろなやり方があると思いますけど、宇都宮ＪＣが一丸となって取り組んでいか

なければならないと思います。もうひとつ、クリアにしなければならない部分は、負担と

いう問題だと思います。私個人の考えですが、２０１５年度の登録料というものは極力、

メンバーの持ち出しをないようにしていこうと、いま金専務と調整しているところです。

極力ということはどういうことかと言いますと、優先順位がありますので、その順位付け



でやって行きたいと思っていますが、いちばん最初は全国大会の登録料１万円、サマコン

の９千円、このあたりまではしっかりといまいただいている年会費の中から捻出していき

たいと思います。その他の部分、関東地区の地区大会登録料、栃木ブロックのフォーラム

の登録料、そのあたりはどこまで会費から捻出できるかというのは運営をして行きながら、

繰越金の額などが絡んできますので、どのあたりまで詰められるか分かりませんけれど、

極力負担という部分は減らして行きたい。出向も確定していますので、２０１５年から手

を上げていくというようになれば、 

いまの事業にプラスして何かお願いしていく部分ももちろんあるかもしれません。けれど

も、ひとつひとつ説明をして、皆と共に進んでいかなければならないと思っています。 

ただ、大儀というものがあるわけです。いまと同じことをやっていても衰退なのです。周

りがよくなっていけば私たちは置いていかれてしまいます。現状維持は衰退だと思います。

新しい目標を作って、坂の上の雲と言うのでしょうか、目標を作って追いかけていかなけ

れば絶対良くならないと思っています。そして誰がやるのかと言う話もしましたが、他人

任せにすることなく、我々は JCですから、街を引っ張っていかなければならないと思って

います。その志を是非高く持って挑んでいかなければいけないと思っています。そのため

にはもっともっと対話をしていかなければならないと思っていますので、１２月の総会ま

でではなく、総会からが重要だと思っていますので、この機運を高めて向かって行きたい

なと思っています。 

最後に、皆さんお身体をご自愛くださいますよう。以上です。 

 

 

１１.直前理事長挨拶 

村上直前理事長、公務欠席のため、割愛 

 

 

１２.役員報告 

 

＜飯野＞  １１月１８日の理事会後、全国大会招致会議を開催予定です。ご案内は改め

てお流しさせていただきます。各ラインの委員長を通じてご案内をしていた

だけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

＜小瀧＞  １０月９日から１２日まで、全国大会松山大会にて、多くの宇都宮メンバー

にご協力いただきました。ありがとうございました。 

      また、現在、羽石議長のラインで委員会を見させていただいてますが、質問

等ありましたら議長または私までお知らせください。よろしくお願いします。 

 

＜金＞   先週末はさよならブロック、今週末はありがとう関東地区と続けてございま

す。２０１４年度の渉外チームからも今週末の件はご案内が行っているかと

思いますが、いける方は是非参加していたくよう、よろしくお願いします。 

 

１３．協議事項 

 

協−０１ ２０１５年度１月新春例会開催計画並びに予算（案）について 

 協議資料に基づき、飯沼事務局長により資料の読み上げ。 

 

＜羽石＞  特別会員入会の案内ですが、１月１９日当日ではなく、事前に配布する新春



交流会の案内に同封されたほうが良いと思います。 

 

＜飯沼＞  そのように変更したいと思います。 

 

＜飯野＞  予備席が多くありますが、来訪 JCが増えたので席が足りなくなる可能性があ

ります。対応をどのようにお考えですか？ 

 

＜飯沼＞  会場自体、最大３０名収容可能なので全員が座ることができるレイアウトに

変えていこうと考えています。 

 

＜飯野＞  当日でも増やせると言うことでいいでしょうか？ 

 

＜飯沼＞  早い段階であれば可能だと思います。 

 

＜飯野＞  あとから遅れてくる人がいる場合はどうでしょうか？ 

 

＜飯沼＞  参加者の出席回答が３０名近い場合は、４０席を確保するよう努めたいと思

います。 

＜鈴木＞  総参加員数は何人になりますか？ 

 

＜飯沼＞  現在来賓、シニア JCで２３０名ほどを見込んでおります。メンバーは８割の

１０６名、ビジターが５名、総数３４１名となっております。合計を明記す

るようにします。 

 

＜鈴木＞  駐車場は大丈夫でしょうか？ 

 

＜飯沼＞  しっかり確認したいと思います。 

 

＜太城＞  パンフレットで１２月さよなら例会の写真が違うものになっておりますが、

何か理由がありますか？ 

 

＜飯沼＞  来賓、シニアの皆さんに活動方針を周知する上で、さよなら例会という内輪

での卒業式の写真を使うよりは、拡大に力を入れているニュアンスを出した

いと思いまして、認証式の写真を使いました。 

 

＜太城＞  さよなら例会とはただ単に卒業式なのではなく、１年の活動を総括する場で

あります。式典の写真を使えばよいのでは？拡大をアピールしたいのであれ

ば、新設すればよいと思います。 

 

＜飯沼＞  写真は差し替えたいと思います。拡大については次ページに記載の内容でよ

いかと思います。 

 

＜羽石＞  質問です。理事長の動きはどのように考えていますか？不明確なのでご説明

願います。 

 

＜飯沼＞  スピーチ後の理事長の時間を追った動きは執行部の星取表という資料にござ



います。 

 

＜飯野＞  人数に余裕があればですが、お出迎えに人数を割ければと思います。 

 

＜小瀧＞  服装を徹底できるようにしたほうがいいと思います。 

 

＜太城＞  受付の流れを教えてください。 

 

＜飯沼＞  資料の配置図と説明に記載させていただいています。喫煙所への動線を限定

することでスムーズになるように考えています。芳名帖も用意しますが、名

刺で省略できるようにしまして、会費の徴収が滞りなく行えるように考えて

います。 

 

＜太城＞  では審議対象資料中の受付カードは不要なのでは？ 

 

＜飯沼＞  受付カードは事前の周知のための意味もあって郵送する予定です 

 

＜太城＞  受付カードを忘れた方から名刺をいただけばいいのでは？名前だけでは相当

時間がかかります。受付カードに通し番号をつけて、リストと照らし合わせ

るほうがいいのでは？ 

 

＜飯沼＞  ナンバリングして発送するようにし、リストも用意します。 

 

＜飯野＞  審議対象資料で式次第がありますが、白黒です。カラーは載せるのかどうか

考えたほうがいいと思います。 

 

＜飯沼＞  再考させてください。 

 

＜須山＞  会場内で渉外メンバーは私に付くのでしょうか？突発的な動きも考えられる

ので配慮願います。もう少しシナリオを詰めて細部にわたり再度シミュレー

ションをしていただきたいと思います。 

 

 

協−０２ ２０１５年度 １月新春例会告知計画並びに予算（案）について 

 協議資料に基づき、飯沼事務局長により資料の読み上げ。 

 

＜金＞   ７日に配信したものから変更はありますか？あるのであればお伝えしてくだ

さい。 

 

＜飯沼＞  まず来賓リストのほうでお亡くなりになられた方のお名前は削除させていた

だいています。 

 

＜羽石＞  議案上程スケジュールと実際の上程の整合性が取れていないのでは？ 

 

＜金＞   確認します。 

 



＜小瀧＞  来賓の案内状ですが、文言を調整したほうがいいと思います。 

 

＜鈴木＞  案内状ですが、特定の方には手持ちでとありますが、どなたですか？ 

 

＜飯沼＞  役所関係の方です。知事や自治連合会の会長等には正副で手持ちと考えてお

ります。また、日本 JC関係者には中島副理事長に依頼したいと考えています。 

 

＜飯野＞  参加員数計画でビジター多数とありますが、計画なので明確な数字を載せた

ほうが良いと思います。審議対象資料の来賓用返信葉書ですが、裏表共に縦

書きにしたほうがいいと思います。 

 

＜小瀧＞  返信葉書のフォントが違っています。 

 

＜飯沼＞  確認します。 

＜飯沼＞  今月審議が取れた時点で、発送作業に移りたいと思いますが、明日１２時を

締め切りとしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

＜須山＞  特段ございません。 

 

 

協−０３ ２０１５年度 PR映像制作計画並びに予算（案）について 

 協議資料に基づき、飯沼事務局長より読み上げ。 

 

＜小瀧＞  議案中のフォーマットを整えてください。また、映像はどこで確認できるの

ですか？ 

 

＜飯沼＞  見ていただく機会を設けるのは難しいかと思います。 

 

＜小瀧＞  コンプライアンスに気をつけて作ってください。 

 

＜飯沼＞  いろいろな角度から精査して作って生きたいと思います。 

 

＜鈴木＞  順番は理事長所信の順番に沿ってですか？ 

 

＜飯沼＞  いえ、特には沿っていません。 

 

＜鈴木＞  沿ったほうがいいと思いますが？ 

 

＜飯沼＞  委員会でも考えましたが、時間の関係上、より映像が共通に見えるように２

項目ずつ抽出しましてまとめました。絵コンテから始まる件は、厳粛さをア

ピールするために理事会映像を載せさせていただきました。 

 

＜鈴木＞  気になっていたのは、理事長所信の冒頭、拡大について触れているので、そ

ういう絵コンテもあっていいのではないかと思っていました。 

 

＜飯沼＞  検討させていただきます。 



 

＜飯沼＞  補足です。ムービーの目的は紹介ではなく、理事長所信を基に視覚的・聴覚

的に伝わることが目的です。説明テロップを入れる手法は控えさせていただ

きたいと思います。 

＜太城＞  絵コンテを確認すると平均３秒程度の画像表示ですが、まつりだけ８秒と長

いです。 

 

＜飯沼＞  まつりは大幅に減らしましたが、演出上使いたい部分がありましてこの長さ

になりました。 

 

＜太城＞  まつりだけのイメージが強くなってしまうと思います。いち事業ですので、

考えたほうがいいのでは？ 

 

＜飯沼＞  検討します。 

 

＜飯野＞  テロップもある程度無いと、初見の方は分からないのでは？また、イメージ

カラーも映像に絡めたほうがいいのでは？ 

 

＜飯沼＞  検討します。 

 

＜福田(智)＞あくまでも対外に発信することが目的なので、まつりやわんぱくだけで無く、

他の事業ももっとわかりやすい映像にするべきだと思います。 

 

＜飯沼＞  検討します。 

 

＜鈴木＞  画像で見てわかるものより、分かりにくいものを工夫した上であえて使うよ

うにしたほうがいいのでは？再確認願います。 

 

＜飯沼＞  検討します。 

 

＜須山＞  正副時のテーマの力強さを発信するということに沿ってやっていけばいいの

ではないかと思います。完成はいつでしょうか？皆さんで確認できるのが８

日と言うことなのでそれを目標にお願いします。また、拡大について、詳し

く載せていただけるようご検討ください。 

 

 

協−０４ ２０１５年度 第１１２回通常総会計画並びに予算（案）について 

 協議資料に基づき、飯沼事務局長より読み上げ。 

 

 

＜飯野＞  予算の郵送費が消費税が上がる前の額になっています。会費の納入の文章は

入っていますか？   

 

＜飯沼＞  確認して修正いたします。    

 

＜澤畑＞  引継ぎ事項で、引き継がない場合、別の手法とその理由等はどこかに記載す



べきだと思います。   

 

＜飯沼＞  対応いたします。 

 

＜小瀧＞  委任状の代理人ですが、書き方の徹底をするべきだと思います。 

 

＜飯沼＞  記載例を分かりやすく改良するよう検討します。 

 

＜羽石＞  委任状の書き直しの主な理由は何ですか？ 

 

＜飯沼＞  様々です。拇印や鉛筆での書き込み、名前を書く欄の誤認等です。 

 

＜羽石＞  そういった理由であれば、その内容を参考資料に加えて理事にも周知徹底し

たほうがいいのではないでしょうか？ 

 

＜飯沼＞  検討します。 

 

＜須山＞  澤畑副理事長が仰ったように、引継ぎ事項をどう反映するかが肝要だと思い

ます。それが分かるような資料作りをお願いします。 

 

 

１４.報告事項 

 

報−０１  

＜金＞   ご一読ください 

 

報−０２  

＜金＞   ご一読ください 

 

報−０３  

＜金＞   ご一読ください 

 

報−０４ ２０１５年度 拡大ポスターについて 

＜金＞   まだ未完成ですが、このようなイメージになると思います。ご確認ください。 

 

報−０５ ２０１５年度 関東地区協議会組織図について 

＜金＞   ご一読下さい 

 

報−０６ ２０１５年度 栃木ブロック協議会組織図について 

＜金＞   ご一読ください 

 

報−０７ 全国大会招致理念について 

＜金＞   羽石議長、ご報告願います。 

 

＜羽石＞  全国大会招致理念についてまとめたものをご報告いたします。まず、構成は

宇都宮の歴史成り立ちについて触れたあと、宇都宮 JCがどのような運動の効



果を生んできたかを書かせていただいてます。宇都宮は住みやすい街という

事で様々な統計・資料で上位に位置付けられており、では宇都宮 JCが何をで

きるのかというと、JC 運動を通じて宇都宮の未来に明るい社会を築くために

と言う流れで書かせていただきました。 

 

報−０８ その他 

 

 

１５.監事講評                 ＜篠崎（達）＞ 

 

こんばんは。皆さん長時間にわたり会議お疲れ様でした。また、総務・渉外の皆さん、設

営お疲れ様でした。斎藤副委員長をお迎えいただき、ありがとうございました。総務・渉

外委員会の皆さんは今回の事務局議案で、設営にきたこの機会に委員メンバーが議案を見

たり、他の委員会メンバーよりも会議を見られる立場にいますので、常にそういう意識を

持って活動してほしいと思います。本日の１月新春例会の議案については、８日から１９

日に変わったと言うことで、渉外委員会の皆さんは来年、全国の新春例会を見る機会があ

ると思いますので、勉強できると思います。それを当日生かせたらいいと思います。また、

PR 映像ですが、理事会でも確認させてほしいと言われると思います。それを分かりやすく

説明する 

努力を次の理事会までにしていただきたいと思います。その他、通常総会に関しましては、

緊張感を持って臨んでいただければきっとうまくいくと思います。常任理事予定者会議も

３回目を迎えましたが、だいぶ緊張感もなくなってきていますので、今一度緒を引き締め

て臨んでいただきたいと思います。いよいよ寒くなり、風邪をひかれているかたも多いと

思いますが、うがい、手洗いをこまめにして予防に努めていただきたいと思います。あり

がとうございました。 

 

１６. 閉会宣言                ＜金＞ 
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